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シ
リ
ー
ズ
　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
９３

錦
絵
に
描
か
れ
た
禁
円
の
変

明
治

一
五
年

（
一
八
八
二
）
二
月
に
出
版
さ

れ
た
、
禁
門
の
変
を
描

い
た
三
枚
続
き
の
錦
絵

が
あ
る
。
中
心
に
は
御
所
を
守
り
長
州
軍
と
戦

う
幕
府
方
の
軍
勢
を
指
揮
す
る
馬
上
の
禁
裏
守

衛
総
督

一
橋
慶
喜

（後
の
十
五
代
将
軍
）
が
描

か
れ
、
ま
た
右
端
に
は

「会
津
公
」
、
す
な
わ
ち

京
都
守
護
職

。
会
津
藩
主
松
平
容
保
も
い
る
。

禁
門
の
変

（蛤
御
門
の
変
）
と
は
、
元
治
元

年

（
一
八
六
四
）
七
月

一
九
日
、
前
年
の
政
変

に
敗
れ
た
長
州
藩

（尊
攘
派
）
が
、
勢
力
を
挽

回
す
る
た
め
京
都
に
押
し
寄
せ
た
も
の
の
、
会

津

。
薩
摩
藩
な
ど
の
公
武
合
体
派
に
よ

っ
て
撃

退
さ
れ
た
戦
い
で
あ
る
。

当
日
の
慶
喜
は
、
「紫
裾
濃
の
腹
巻
の
上
に
自

羅
紗
に
黒
の
四
寸
許
な
る
葵
の
紋
附
き
た
る
陣

羽
織
を
被
て
熊
毛
の
尻
鞘
懸
け
た
る
金
装
の
太

刀
を
侃
き
立
烏
帽
子
に
紫
練
綾
の
鉢
巻
し
て
小

袴
の
裾
高
く
括
り
上
げ
、
金
の
采
配
採

つ
て
」

（
『徳
川
慶
喜
公
伝
』
巻
三
）
と
い
っ
た
服
装
だ

っ

た
こ
と
が
具
体
的
に
わ
か

っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
錦
絵
が
そ
こ
ま
で
正
確
に
描
か
れ
た
も
の
で

は
な
い
こ
と
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
な
お
、
ま

た
が
る
愛
馬
は

「飛
電
」
と
い
う
名
前
だ

っ
た

が
、
狙
撃
を
受
け
傷

つ
い
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
錦
絵
に
は
、
他
に
名
前
が

記
さ
れ
た
人
物
と
し
て
四
名
の
幕
臣
が
い
る
。

慶
喜
の
右
側
に
今
堀
吉
之
助
、
三
橋
虎
蔵
、
左

側
に
伴
野
七
之
助
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。

画
面
左
側
に
は
長
州
側
の

「福
原
兵
」
（長
州
藩

家
老
福
原
越
後
の
軍
）
と
戦
う

「三
兵
」
が
小

さ
く
描
か
れ
、
ま
た

「砲
兵
」
の
文
字
の
近
く

に
は
大
砲
が
あ
り
、
旗
を
振

っ
て
発
射
を
指
示

し
て
い
る
後
ろ
向
き
の
人
物
に
は

「万
年
鎮
太

郎
」
の
文
字
が
入

っ
て
い
る
。

当
時
、
今
堀
吉
之
助

（登
代
太
郎

。
越
前
守
）

と
伴
野
七
之
助
は
講
武
所
頭
取
、
三
橋
虎
蔵
は

二
丸
御
留
守
居
格
講
武
所
剣
術
師
範
役
で
あ

っ

た

（
『江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
）
。
し
か
し
、
三
人

が
禁
門
の
変
の
時
に
京
都
に
い
て
、
奮
戦
し
た

と
い
う
記
録
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
共
通
点
は
、

い
ず
れ
も
剣
客
で
、
後
に
遊
撃
隊
の
幹
部
と
な

っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
今
堀
は
、
遊
撃
隊
を

率

い
鳥
羽

・
伏
見
の
戦
争
に
参
加
し
、
水
戸
で

謹
慎
す
る
慶
喜
の
警
護
に
随
行
す
る
な
ど
、
慶

喜
と
の
関
係
は
深
か

っ
た
。
維
新
後
、
駿
河
移

住
の
際
に
は
、
三
人
と
も
大
番
組
の
幹
部
と
な
っ

て
い
る
。

万
年
千
秋

（鎮
太
郎

・
真
太
郎

・
隠
岐
守
）

は
、
後
に
沼
津
兵
学
校
教
授
に
な

っ
た
旗
本
で

あ
り
、
当
時
は
幕
府
陸
軍
の
大
砲
組
之
頭
を
つ

と
め
て
い
た
。
し
か
し
、
前
年
か
ら
大
砲
組
を

率

い
上
洛
し
て
い
た
事
実
は
あ
る
が
、
将
軍
家

茂
の
帰
府
に
合
わ
せ
六
月
に
は
江
戸
に
戻

っ
て

お
り
、
ま
た
七
月

一
九
日
に
命
を
受
け
、
八
月

一
日
か
ら

一
二
月
二
日
に
か
け
て
は
筑
波
山
の

天
狗
党
討
伐
に
出
陣
し
て
い
る
の
で
（拙
稿

「沼

津
兵
学
校
関
係
人
物
履
歴
集
成
」
『沼
津
市
博
物

館
紀
要
』
２２
）
、
彼
が
禁
門
の
変
の
際
に
京
都
に

い
た
と
い
う
の
は
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。

絵
の
中
の
登
場
人
物
に
関
し
て
錯
誤
が
生
じ

た
の
は
何
故
か
。

こ
の
錦
絵
を
描

い
た
の
は
、

画
面
左
下
に
あ
る
よ
う
に
方
円
舎
清
親
、
す
な

わ
ち
旧
幕
臣
出
身
の
浮
世
絵
師
小
林
清
親

（
一

八
四
七
～

一
九

一
五
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼

が
明
治

一
五
年
か
ら

一
八
年

（
一
八
八
五
）
に

か
け
て
出
し
た

「日
本
外
史
之
内
」
と
い
う
歴

史
画
の
シ
リ
ー
ズ
の

一
作
で
あ

っ
た
。

小
林
も
幕
末
に
は
御
勘
定
下
役
と
し
て
上
洛

し
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
禁
門
の
変
に
は
遭
遇

し
て
い
な
か

っ
た
よ
う
な
の
で
、
あ
く
ま
で
想

像
で
描
い
た
も
の
と
い
え
る
。
小
林
は
明
治
初

年
、
剣
術
興
行
に
同
行
す
る
な
ど
、
今
堀

・
三

橋

・
伴
野
と
講
武
所
↓
遊
撃
隊
↓
大
番
組
と
い

う
同
じ
経
歴
を
有
し
た
剣
客
榊
原
鍵
吉
と
ご
く

近
い
関
係
に
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
禁
門
の
変

を
描
く
に
あ
た

っ
て
、
榊
原
か
ら
聞
い
て
い
た

彼
ら
の
名
前
を
出
し
て
し
ま

っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
万
年
に
つ
い
て
は
、
同
じ
時
期
の
天
狗

党
討
伐
に
関
す
る
記
憶
と
混
同
し
た
可
能
性
が

あ
る
。
禁
門
の
変
で
慶
喜
の
側
近
く
で
奮
戦
し

た
人
物
に
は
、　
一
橋
家
の
物
頭
奥
兼
勤
や
槍
剣

隊

。
大
砲
隊
長
を

つ
と
め
、
変
後
に
は
褒
美
と

し
て
銀
三
〇
枚
を
下
さ
れ
た
猪
飼
為
正
、
胸
に

銃
弾
を
受
け
負
傷
を
し
、
や
は
り
銀
二
二
枚
を

賜

っ
た
猪
飼
の
隊
の
隊
員
、
関
迫
教

（広
右
衛

門
）
ら
の
ご
と
く

（
『国
事
軟
効
志
士
人
名
録
』

第
弐
輯
、
『史
談
会
速
記
録
』
第
二
〇
四
輯
）
、

も

っ
と
モ
デ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物

（幕
臣
と

い
う
よ
り
も

一
橋
家
直
属
の
家
臣
）
が
い
た
は

ず
で
あ
る
。

余
談
な
が
ら
、
禁
門
の
変
当
時
、
慶
喜
に
付

さ
れ
た
幕
府
部
隊
に
は
約

一
〇
〇
名
の
別
手
組

が
い
た
が
、
後
年
箱
館
戦
争
に
参
加
し
た
後
、

沼
津
兵
学
校
の
体
操
教
授
に
な

っ
た
本
多
忠
直

（幸
七
郎
）
は
、
別
手
組
に
属
し
、
御
所
の
警
備

の
た
め
元
治
元
年
五
月
に
上
洛
、
翌
年
四
月
に

帰
府
し
た
と
い
う
の
で

（
『江
戸
幕
巨
人
名
事

典
』
）
、
こ
の
戦

い
に
参
加
し
て
い
た
可
能
性
が

高

い
。

（樋
口
雄
彦
）
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江
原
素
六
と
そ
の
周
辺
　
５５

江
原
素
六
と
会
津
藩
士

江
原
素
六
は
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
末

に
二
度
目
の
上
洛
を
し
、
鳥
羽

。
伏
見
の
敗
戦

で
江
戸

へ
戻
る
ま
で
、
幕
府
陸
軍
の
士
官
と
し

て
上
方
に
あ

っ
た
。
京
都
で
は
、
昌
平
費
の
分

校
で
あ
る
江
戸
の
麹
渓
書
院

（麹
町
教
授
所
）

で
と
も
に
松
平
慎
斎
に
師
事
し
た
間
柄
の
、
幕

臣
に
取
り
立
て
ら
れ
た
元
会
津
藩
士
林
惟
純

（三

郎
、　
一
八
三
三
～
九
六
）
と
懇
意
だ

っ
た
こ
と

が
人
脈
形
成
や
情
報
収
集
に
役
立

っ
た
。
江
原

の
伝
記
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「会
藩
人
に
し
て
林
三
郎
と
い
ふ
極
め
て
温
厚
篤

実
な
る
君
子
人
あ
り
、
此
知
人
に
よ
り
て
京
阪

滞
在
の
会
藩
有
志
に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
、

京
都
及
び
諸
藩
の
情
報
を
得
る
に
少
な
か
ら
ざ

る
便
利
を
得
た
り
」
（
『江
原
素
六
先
生
伝
』
上

篇
八
八
頁
）
。

江
原
自
身
、
「京
都
に
滞
在
中
は
会
津
の
先
公

か
ら
御
依
頼
を
受
け
、
同
藩
の
士
族
の
歩
兵
砲

兵
の
練
兵
を
教
授
し
ま
し
た
」
（
『急
が
ば
廻
れ
』
）

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
会
津
藩
兵
の
訓
練
を
担

当
し
た
ら
し
い
。
「京
都
に
居
る
時
に
山
本
覚
馬

と
云
ふ
人
の
塾
に
通
学
し
て
居
り
ま
し
た
、
其

時
代
に
会
津
、
桑
名
、
金
沢
と
云
ふ
や
う
な
藩

に
、
西
洋
の
兵
式
を
幕
府
か
ら
人
選
し
て
教

ヘ

に
や
つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
、
会
津
は
ア
ノ
通

り
武
張

つ
た
藩
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
幕
府
の
柔

弱
の
者
を
余
り
能
く
思
は
な
い
、
け
れ
ど
も
他

に
頼
む
所
も
な
い
か
ら
前
の
君
公
井
に
藩
の
有

司
か
ら
懇
望
さ
れ
て
、
私
が
会
津
藩
に
教

へ
に

参

つ
た
」
（
『中
学
世
界
』
第
四
巻
第

一
号
、　
一

九
〇

一
年
）
と
も
述
べ
て
お
り
、
会
津
藩
士
を

教
え
た
だ
け
で
な
く
、
新
島
襄
の
妻
八
重
の
兄

で
あ
る
会
津
藩
の
洋
学
者
山
本
覚
馬

（
一
八
二

八
～
九
二
）
に
学
ん
だ
と
い
う
。
山
本
は
佐
久

間
象
山
の
門
人
、
江
原
は
佐
久
間
の
高
弟

・
松

代
藩
士
蟻
川
直
方

（賢
之
助
）
の
門
人
で
あ
り
、

学
統
的
に
も
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

山
本
は
京
都
に
滞
在
中
の
西
周
と
も
親
密
だ

っ

た
。ま

た
、
江
原
は
会
津
藩
家
老
の
息
子
、
同
藩

軍
事
奉
行
添
役
の
神
保
修
理
と
親
交
を
む
す
び
、

鳥
羽

・
伏
見
敗
戦
の
際
に
は
、
徳
川
慶
喜
は
大

坂
城
で
の
籠
城
を
避
け
、
東
帰
す
る
の
が
得
策

で
あ
る
と
す
る
意
見
を
述

べ
あ

っ
た
と

い
う

（
『会
津
戊
辰
戦
史
』
、　
一
九
二
三
年
、　
一
七
四

頁
）
。
神
保
は
江
戸
に
帰

っ
た
後
、
徹
底
抗
戦
す

る
こ
と
な
く
藩
主
松
平
容
保
以
下
が
む
ざ
む
ざ

と
東
帰
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
の
責
任
者
、
薩
長

へ
の
内
通
者
な
ど
と
し
て
藩
内
で
糾
弾
さ
れ
、

切
腹
さ
せ
ら
れ
た
。

維
新
後
、
静
岡
藩
士
と
な

っ
た
林
惟
純
は
、

困
窮
す
る
斗
南

（旧
会
津
）
藩
士
の
子
弟
た
ち

の
た
め
、
静
岡
と
東
京
に
構
え
た
塾
に
彼
ら
を

受
け
入
れ
、
教
育
を
ほ
ど
こ
し
た
。
静
岡
の
塾

に
は
、
会
津
戦
争
の
責
任
を
と

っ
て
切
腹
し
た

家
老
萱
野
権
兵
衛
の
息
子
某
、
飯
盛
山
の
自
虎

隊
士
の
生
き
残
り
飯
沼
貞
雄
、
海
軍
大
将
と
な
っ

た
出
羽
重
遠
、
陸
軍
獣
医
監
に
な

っ
た

一
柳
直

宰
ら
が
来
遊
し
た
と
い
う

（
「林
惟
純
君
事
蹟
余

話
」
）
。
江
原
素
六
が
管
理
者
と
な

っ
た
沼
津
兵

学
校
附
属
小
学
校
に
も
西
川
鐵
次
郎
と
い
う
斗

南
藩
士
の
少
年
が
生
徒
と
し
て
入
学
し
た
事
実

が
あ
り
、
静
岡
藩
は
元
会
津
藩
士
た
ち
の
勉
学

先
と
し
て
門
戸
を
開
放
し
た
と
い
え
る
。

江
原
は
幕
末
の
京
都
で
会
津
藩
士
た
ち
と
交

流
し
た
こ
と
か
ら
、
後
年
、
会
津
藩
の
歴
史
編

纂
に
お
い
て
証
言
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ

た
。
以
下
に
翻
刻
す
る
書
簡

（年
不
明
、
江
原

素
六
文
書
）
は
、
元
会
津
藩
士
広
沢
安
宅
か
ら

送
ら
れ
た
も
の
で
、
坂
本
龍
馬
暗
殺
を
新
選
組

の
仕
業
と
す
る
説
の
真
偽
、
清
河
八
郎
暗
殺
の

指
令
者
が
老
中
板
倉
勝
静
で
あ

っ
た
の
か
否
か

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る
。

拝
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程
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内
役
屋
敷

二
居
住
サ
ン
タ
ル
諸
侯

ハ
何
某
卜
申

サ
ン
タ
ル
ヤ

尊
書

ニ
ヨ
ン
ハ
貴
台

ハ
加
茂
川
端
練
兵
場

二
於

テ
旧
藩
士
等

二
洋
式
練
兵
教
師
被
成
下
タ
リ
ト

然
ラ
ハ
親
シ
ク
御
記
臆

ニ
ア
ル
筈
其
当
時
砲
兵

隊
長
ト
ナ
リ
老
年

ニ
シ
テ
自
髯
ヲ
振
ヒ
自
ラ
率

先
指
揮
致
居
タ
ル
林
権
助
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
彼
ノ

歴
史

二
関
シ
御
老
中
ノ
姓
名
ヲ
知
度
候

洋
式
繰
練
改
革
計
画
者

ハ
小
生
ノ
叔
父
広
沢
安

任
、
当
時
通
称
冨
次
郎
、　
ニ
テ
当
時
小
生
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江原素六あて広沢安宅書簡 (当館蔵)



六
才
加
茂
川
端
三
本
木

二
寓
居
シ
テ
叔
ノ
側

ニ

在
り
屡

ハ
行
テ
練
兵
ヲ
実
見
セ
リ
其
際
幕
府
教

師
ノ
来
り
教
鞭
ヲ
執
り
居
ル
コ
ト
ハ
耳

ニ
シ
居

タ
ル
モ
夫
レ
ハ
直
チ

ニ
貴
台
等

ニ
テ
ア
リ
シ
ハ

今
日
初
テ
知
り
得
タ
ル
次
第
ナ
リ
鳴
謝

尊
書

ニ
ヨ
リ
復
夕

一
ツ
ノ
疑
問

ハ
坂
本
龍
馬
ヲ

殺
害
セ
シ
ハ
近
藤
勇
ノ
説
有
カ
ナ
ル
カ
如
シ
如

何
ヤ
更
ラ
ニ
御
伺
致
度

ハ
元
会
津
ノ
士

ニ
シ
テ

手
代
本
直
右
衛
門
ノ
弟
佐
々
木
只
二
郎
卜
申
者

幕
府
旗
下
ノ
家
佐
々
木
某
方
ノ
養
子
ト
ナ
リ
世

ヲ
紹
テ
幕
府

二
出
仕
シ
見
廻
組
頭
ト
ナ
ル
党

ニ

成
辰
ノ
役
伏
見
淀
ノ
間

二
戦
死
セ
リ
其
未
夕
江

戸

二
在
ル
ヤ
文
久
三
年
ノ
頃
卜
覚

ユ
御
老
中
ノ

命
令

ニ
ョ
リ
清
川
八
郎
ヲ
暗
殺
シ
タ
リ
其
命
令

者
ノ
姓
名
ヲ
知
度
候
板
倉
伊
賀
守
ノ
説
如
何
ヤ

右
敢
テ
御
伺
致
度
候
也
　
　
広
沢
安
宅
頓
首

十
月
十
日

江
原
先
生
侍
史

な
お
、
広
沢
安
宅

（
一
八
五
〇
～

一
九
二
八
）

は
、
叔
父
広
沢
安
任
に
従

い
慶
応
元
年

（
一
八

六
五
）
上
洛
、
山
本
覚
馬
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
学

び
、
鳥
羽

・
伏
見
の
戦

い
や
会
津
戦
争
に
従
軍

し
た
前
歴
を
持

つ
。
京
都
の
山
本
塾
で
は
江
原

と
旧
知
の
間
柄
に
な

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
ｃ

維
新
後
は
青
森
県
で
乳
牛
飼
育
を
行
い
、
三
本

木
開
墾
会
社
社
長
、
八
戸
商
業
銀
行
重
役
な
ど

を

つ
と
め
た
。
著
書
に

『幕
末
会
津
志
士
伝
孤

忠
録
』
（
一
九
二
三
年
刊
）
が
あ
る
の
で
、
江
原

へ
の
問
い
合
わ
せ
は
そ
の
本
の
執
筆
の
た
め
だ

っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
江
原
が
龍
馬

暗
殺
な
ど
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
持

っ
て
い

た
と
は
思
え
な
い
が
。

（樋
回
雄
彦
）

企
画
展
の
お
知
ら
せ

平
成
二
四
年
度
第
二
回
企
画
展

御
成
橋
命
名

一
〇
〇
周
年
記
念

時
を
駆
け
た
橋

架
橋
さ
れ
た
時
の
設
計
図
や
経
費
明
細
な
ど

の
古
文
書
資
料
を
初
公
開
し
、
ま
た
、
門
外

不
出
と
言
わ
れ
て
い
る
長
谷
寺
様
ご
所
蔵
の

「港
橋
新
築
架
橋
絵
馬
」
を
特
別
に
ご
出
品
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
史
家
の
仙
石
規

氏
ご
所
蔵
の
御
成
橋

コ
ン
ク
シ
ョ
ン
も
ご
出

品
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
だ
ん
は
館
で
開
催
す
る
企
画
展
で
す
が
、

今
回
は
、
狩
野
川
に
近
い
市
立
図
書
館
で
開

催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一御
成
橋
」
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
永
代
橋
な
ど
の
狩
野
川
に

架
か
る
他
の
橋
も
展
示
を
ご
覧
頂
い
た
後
で
、

直
接
実
物
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。是

非
ご
来
場
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

Ｌヽ

会
　
期
　
平
成
二
五
年
二
月
九
日
０

～
二
月

一
七
日
０

会
　
一場
　
沼
津
市
立
図
書
館
。
四
階
展
示
ホ
ー
ル

開
場
時
間
　
九
時
三
〇
分
～
二

一
時

観
覧
料
　
無
料

〈
イ
ベ
ン
ト
〉

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

日
　
時
　
二
月
九
日
０

一
四
時
～

場
　
所
　
沼
津
市
立
図
書
館
。
四
階
展
示
ホ
ー
ル

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

郷
土
史
家
と
し
て
知
ら
れ
、
御
成
橋
を
愛

し
て
や
ま
な
い
仙
石
規
氏
に
展
示
を
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
　
場
　
展
示
会
場

参
加
料
　
無
料

申
　
込
　
不
要

日
　
時
　
①
二
月
九
日
０
セ
レ
モ
ニ
ー
後

②
二
月

一
七
日
０

一
〇
時

沼
津
の
中
心
を
流
れ
る
狩
野
川
に
架
か
る

御
成
橋
は
、
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
と
相
ま

っ

て
、
私
た
ち
沼
津
市
民
に
と

っ
て
は
大
変
な

じ
み
深
い
橋
と
な

っ
て
お
り
、
ま
さ
に
沼
津

の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
ま
す
。
こ
の
御
成
橋
の

命
名

一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
企
画
展

「時

を
駆
け
た
橋
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
御
成
橋
の
前
身
で
あ
る

「港

橋
」
が
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
に
新
築
、

理
供

而
Ｈ

一
人
Ｉ

一
「
ヨ

一■
０
こ

詰
男

一ざ
反

一一撃
■Ｔ

．

ト
レ〓ヽ

＝７

エ
ー

舘
即

ヽ
―
１ヽ
″
―

１ヽ′
宝
Ｔ

・
由
人

ム
膚

朧
明

＋
甲

連
汗

初
旧

御
咸
橋
命
名

一
〇
〇
周
年
記
念

時
を
駆
け
た
橋
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